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トロムソナトリウムライダーの２０１０年度観測概要
Summary of observational results obtained with the new Tromso sodium LIDAR
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ノルウェー・トロムソ（北緯 69.6度、東経 19.2度）に設置した新ナトリウムライダーは、2010年 10月 1日から大気
温度観測を開始した。時間分解能 10分から 20分で、高度領域 80 kmから 110 kmにて、良質な大気温度データが取得
されている。本講演では、このトロムソナトリウムライダーによる 2010年 10月から 2011年 3月までの観測結果の概要
を紹介する。新ナトリウムライダーは、全固体レーザーを用いることにより、安定したシステムとして運用されている。
これまで、2010年 10月に 1月間、11月に約 2週間、2011年 1月に約 2週間の観測を実施し、計約 180時間の大気温度
データを取得した。2011年 2月に約 2週間、3月に約 2週間の観測を計画している。これまでの主な観測結果は、以下
の 3つにまとめられる。
（１）EISCATレーダーとの同時観測
　 2010年 10月 5-6日、および 11月 14日には、EISCAT UHFレーダーとの同時観測を実施した。11月 14日のEISCAT

レーダー観測は、日本の特別実験として実施した。これらの期間は、EISCATレーダーから観測された電場は、比較的小
さい値の期間が長かった。例えば 11月 14日では、17UTから 19UTの期間で、20-30 mV/m、20 UT以降は、10 mV/m
以下であった。EISCATレーダー観測から導出したイオン温度とライダーから導出した中性大気温度について、高度 95
kmから 105 kmで比較したところ、おおむね良い一致を得た。
（２）周期数時間の大気温度変動
　 2010年 10月 29日の観測では、大気重力波のものと思われる 4時間程度周期の大気温度変動が観測された。高度 90

kmで、4時間の間に大気温度が約 30 K変動している。2011年 1月 7日から 13日までの観測では、この期間内は晴天に
恵まれ、4晩、12時間から 15時間にわたる大気温度データの取得を行うことができた。このデータにも、周期的な大気
温度変動が見れている。これらを用いて、大気潮汐波や大気重力波による大気温度変動の解析を進めている。
（３）2011年 1月 11日には、スポラディックナトリウム層が約 3時間観測された。同じサイトにあるMFレーダー、

イオノゾンデ、オーロラカメラなどのデータを併せ用いて、その成因を調べている。

本講演では、これらの結果の報告を通して、2010年度シーズンの観測結果の概要を報告するとともに、今後のライダー
のシステム改良計画についても述べる。
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